
 

査読への AI ツール利用ポリシー 

 

心理学研究および Japanese Psychological Research の両誌へ投稿された学術論文の査

読についての AI 利用に関する基本方針を以下の通りに定める。 

AI ツールは目覚ましく進展しているため，AI ツールの発展は本ポリシー運用時の想像を

上回る可能性がある。査読者は常に最新の AI ツールの状況や AI 開示に関するガイドライ

ンを理解し，AI ツールの使用に関して疑義があるときには速やかに機関紙等編集委員会（心

理学研究および Japanese Psychological Research の編集委員会）に相談をすることが推

奨される。 

 

1. 査読者が判断の主体となる必要がある。 

AI ツールに原稿の学術的な内容や採否についての判断を委ねてはならない。原稿を評価

する主体となるべきは査読者であって，AI がその代理をしてはならない。このため，AI ツ

ールを用いて査読，評価，およびその結果を作成してはならない。 

 

2. 未発表の原稿や査読に関する情報を AI ツールに入力してはならない。 

未発表原稿は機密情報であるため，担当編集委員の許可なく第三者や AI ツールに共有・入

力してはならない。AI ツールに入力された情報は，運営組織によるアクセスや意図しない

利用につながる可能性があるためである。 

 

3. 査読結果の英文校正にのみ AI ツールを利用できる 

査読者は，作成した査読結果の英文校正に限り，著者らのアイデアや独自性を侵害しない

範囲で AI ツールを利用してもよい。その際，特定の用語やアイデアに関わる部分は一時的

に削除してから AI ツールを適用するなどの工夫を行い，出力された結果についても査読者

本人の責任として注意深く確認することが求められる。 
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